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新しい病床機能別分類の提案
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在宅医療等
約50万人

慢性期
約30万床
（27.3％）

地域包括期
約50万床
（45.4％）

急性期
約30万床
（27.3％）

【考えられるべき病床機能】
合計 約110万床

約
80
万
床
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考えられるべき病床機能

1.急 性 期

（慢性期治療病棟,障害者病棟

在宅支援機能,慢性期救急）

2. 地域包括期

3. 慢 性 期

（広域高度急性期病床）

（医療センター的機能

重度急性期）

（地域急性期,在宅連携

軽中度急性期）

（地域包括ケア病棟）

（リハビリテーション集中病棟）
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「 回 復 期 」 と い う 病 期 は 、

回復期リハビリテーションというイメージ

が強く、急性期病床からの転換には

慎 重 な 病 院 が 多 い 。
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回復期という言葉を使わない方が

良 い の で は あ り ま せ ん か 。
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リハビリの専門家の頑張りで、

回 復 期 と は リ ハ ビ リ の こ と

との認識が定着しています 。
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回復期という病床機能はすでに

役目を終えたネーミングではないか。
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回 復 期 と 地 域 包 括 期 と は

同 じ 機 能 な の か ？
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地域包括期とは、地域急性期を含み、

か つ 救 急 機 能 を 有 す る も の

で は な か っ た の か 。
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病床機能は明確であることが

望ましい。その病床の機能が

名 は 体 を 現 す べ き で あ る 。
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リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 、

回復期のみに必要な技術ではない。
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リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は 、

病前の日常生活に早く復帰するためには

必 須 の 技 術 で あ る 。
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病院から日常生活に戻ってからの

リハビリテーションのブランクや

頻度の低下によりADLが低下することが

明 ら か と な っ て い る 。
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リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 、

急性期・地域包括期・慢性期・在宅期の

いずれにも必須な医療による技術である。
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リハビリテーションは発病直後から行えば、

その効果が大きいことは常識である。

回復期になるまで行わないなんてことは

ナ ン セ ン ス で あ る 。
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リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 発 病 直 後 か ら

行われるべき治療であり、ADL等の低下の

防止と日常生活に復帰してからも悪化防止の

ためにも提供される必須の技術である。
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リハビリテーションは発病と共に提供される

べ き 技 術 で あ り 、 各 病 期 に お け る

治 療 の ア ウ ト カ ム の 状 況 に よ り

評 価 さ れ る べ き も の で あ る 。
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治 療
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リハビリテーションは多くの単位を行えば

評価されるのではなく、治療によるアウトカム

で 評 価 さ れ る べ き も の で は な い か 。
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医療とは本来、治療により病状の改善を

目 途 と し て 提 供 さ れ る も の で あ り 、

不可抗力による必然的悪化を除けば、

治療によるアウトカムを評価することは

当 然 で あ る 。
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慢性期は、慢性期における急変患者も

担当すべきであり、慢性期治療病棟機能

が 評 価 さ れ る べ き で あ る 。
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慢性期病床は、迅速で的確な治療により、

早期に入院前の状態に改善するよう、

最大限の努力をするべきである。
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慢性期治療病床は、現在約40％となって

いる死亡退院率を半減させるよう、

すなわち入院治療により病状軽快し、

退院する患者を増やすべきである。
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病状等により、明らかに終末期とされる

患者さんは、根本治療よりQOLを優先

させた病状緩和治療を主として、

介護医療院で看取るべきである。
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